
西口駅前広場の計画（歩行者動線・交通施設）

前回案（2026年3月4日 第6回JR古賀駅周辺開発推進協議会にて提示）

今回（2026年8月7日）

［前回案からの検討経緯］
・警察およびバス事業者との協議を踏まえ、交通施設の機能・条件、ロータリー形状、交通規制のあり方を見直し
・今後、広場と自由通路を一体的に捉えた歩行者空間の計画について、引き続きブラッシュアップを予定

⑤バス軌跡の精査に伴い、
余裕をもって通行できるよう
交通島の形状を修正

③コミュニティバス乗降場を追加、
バス乗り場・降り場を１箇所に
統合

②ロータリー内の
路面標示の追加

①沿道の車両乗入れ部からの
距離をとるため、横断歩道
を南側に移動した上で幅を
3mに変更

⑥荷捌き車両の停車位置を
示す区画線を追加

④バスの走行軌跡調整に合わせて待機場の
駐車スペースの配置を更新し、
タクシー待機場を3台から4台に変更

前回からの主な変更点

企業バス等乗降スペース
一般車駐車スペース

タクシー乗降（2台）身障者用駐車場

企業バス等乗降スペース
一般車駐車スペース

身障者用駐車場 タクシー乗降（2台）
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鳥瞰イメージ

駅前広場の整備イメージ

倉庫が奥にある表現

ロータリー全景
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サンリブ側から憩いの広場側から

商店街側から県道側から

駅前広場の整備イメージ
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自由通路から商店街側へのぞむ

自由通路から県道側をのぞむ① 自由通路から県道側をのぞむ②

自由通路から

駅前広場の整備イメージ


